
山国川における
景観と環境に配慮した

河川整備について

九州地方整備局 山国川河川事務所 調査課 安部寿雄

～ 上曽木地区の河道掘削 ～
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流域の概要

• 流域面積：540km2

• 幹川流路延長：56km 

• 直轄管理区間：29.0km

• 流域内人口：約3万6千人
• 流域内市町村

大分県:中津市
福岡県:吉富町、上毛町

• 源流：大分県中津市山国町英彦山
• 沿川は名勝耶馬溪に指定及び流域

の約８割は耶馬日田英彦山国定公
園。

（青の洞門、競秀峰、一目八景etc）

美しい自然環境が特徴的な河川

景観に配慮した河川整備が必須



事 業 名：山国川床上浸水対策特別緊急事業（平成25年5月採択）
事業期間：平成25年度～平成29年度
事 業 費：約74億円
事業箇所：山国川15k400～25k600（10.2km）
事業内容：13地区で堤防整備、河道掘削等を実施

※築堤・護岸（約14km）、河道掘削（約30万m3）、樋管（13基）、陸
閘（5基）
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多自然アドバイザー会議
（年1回以上）

景観ワーキング
（月1回程度）

審議

アドバイス

報告

河川工学や景観デザイン、多自然川づくり等
を専門とする学識経験者の方々による会議。

現地指導

土木構造物の景観デザインに精通する学識
経験者の方々から、特に現場にてアドバイ
スを頂く仕組み

現地指導



山国川の美しい流れとその周辺の奇岩・秀峰が織りなす良好な河川環境との
調和を図り、昔ながらの素朴な風景を後世に残せるように、景観に配慮した
整備に努める

■景観のコンセプト



景観の統一性・思想を継承景観カルテ

改修・維持工事の実施ルール（山国川ルール）

• 景観方針
• 各工種における基本方針と考え方

・パラペットの表面・端部処理
・石積みの方法・天端処理
・河道掘削面の仕上げ など

・施工要領図
・施工上の留意点

施工現場への展開

九州北部豪雨からの
復興への歩み



現地勉強会工事監理連絡会

工事監理連絡会を活用し設計思想や施工上の留意点等を共有。必要に応じ
て、現地勉強会を開催し、完成イメージを共有。







模型並びにICT技術を活用し、周辺景観と馴染んだ岩掘削の実現

河岸(岩)掘削巨岩を保全

掘削断面は緩やかな１枚法

起伏を作り湿地環境を創出

湿性植物A
（写真）

湿性植物B
（写真）

湿性植物C
（写真）



■模型作成

■３Dモデル化

■ICT施工の実施

重機に搭載したマシンガイダンスに３Dモデルの情
報を送信し、正確な岩盤掘削を実施

現地調査の情報を基に流下能力を向上
させた岩盤形状の模型を作成

湿地の復元を模型に反映

巨石の保全

模型をレーザースキャナで読み
取り、３Dモデル化

現地調査

現況模型作成

完成模型作成

協議

3次元データ作成

マシンガイダンス用
データ作成

施工



湿地の復元

巨石の保全

湿地の復元

整備直後（H28.2)

整備直後（H28.2)



17k300付近より上下流

整備前

整備直後（H28.2)

巨石の保全

巨石の保全



17k300付近より上下流

R3.8撮影

R4.2撮影

巨石の保全



表彰状と表彰式典（WEB）の様子

土木学会デザイン賞2020において、最優秀賞を受賞。治水効果の発現を念頭に置きなが

ら事業を進める中で、名勝耶馬渓の風景・環境に配慮し、「山国川ルール」等の統一した景
観形成を図るための創意工夫や丁寧な施工が評価されたと思われる。



景観の統一性・思想を継承景観カルテ

改修・維持工事の実施ルール（山国川ルール）

• 景観方針
• 各工種における基本方針と考え方

・パラペットの表面・端部処理
・石積みの方法・天端処理
・河道掘削面の仕上げ など

・施工要領図
・施工上の留意点

施工現場への展開

「YAVAヤバ景！！ハンドブック」の作成（R3作成）

• 床対事業での景観・環境配慮の
技術を継承することを目的

• 図面や現場を見ただけではわから
ない
当時の設計での工夫や施工でうま

く
いかなかった点などをとりまとめ

景観検討内容を熟知する学識者や
景観検討・詳細設計コンサルと現地を視察



18

・護岸の取り付け形状の変更事例

・階段の改善事例

青地区の階段（現況：左、改善例：右） 平田地区の階段（台形の段を1段挟んでいる）





河道掘削範囲

工事用道路影響範囲
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A 種子 B 種子 C 種子

湿性植物A
湿性植物B
湿性植物C
湿性植物D

１年目 ２年目

播種実施範囲



H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

湿性植物　A 2地点計7個体 3地点計5株 1地点3株 なし なし なし なし

湿性植物　B 2地点計56個体 2地点計2株 1地点1株 1地点1株 なし なし 4地点計35株

湿性植物　C
4地点計61個体、

1地点1.0㎡
1地点50株

2地点0.5㎡、

0.5㎡

2地点0.1㎡、

0.5㎡
2地点計5株 3地点計36株 2地点計248株

湿性植物　D
5地点計55個体、

1地点10.0㎡
4地点計11株 3地点計5株 2地点計3株 なし なし なし

移植実施種
移植先周辺での確認状況

移植時
（H27.8上)

移植直後
（H27.10中）

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

湿性植物　A 0.1㎡
0.1㎡

（結実）
－ － － － － － －

湿性植物　B 6株
2株

（開花・結実）
－ － － － － － －

湿性植物　C 1.25㎡
1.25㎡

（開花・結実）
0.1㎡

（開花・結実）
0.05㎡

（開花・結実）
－ － －

13株
（開花・結実）

－

移植先2 湿性植物　C 1.5㎡
1.5㎡

（開花・結実）
－ － － － － － －

H29年度の出水後植生の減少と
土砂の堆積が見られたが今年
度は植生の侵入が見られた。

湿性植物　B 21株
9株

（結実）
1株

(10.14 結実）
－ － － － － －

湿性植物　D 1株
1株

（結実）
1株

（結実）
1株

（結実）
1株

（結実）
－ － － －

移植先4 湿性植物　D 1株
1株

（結実）
1株

（結実）
1株

（結実）
1株

（結実）
－ － － －

年度によって土壌の堆積や流
亡、たまりの水深の変化が見
られ、植生の侵入も見られ
た。

湿性植物　B 7株
5株

（結実）
－ － － － － － －

湿性植物　C 1.0㎡
1.0㎡

（開花・結実）
0.25㎡

（10.14 開花）
－ － － － － －

移植先6 湿性植物　C 0.5㎡
0.5㎡

（開花・結実）
0.01㎡

（開花・結実）
－ － － － － －

土壌の流出が起きて湿地状の
立地が消失した。

移植先3
植生の侵入が進んでおらず環
境に大きな変化は見られな
かった。

移植先5 オギの繁茂が著しくなった。

移植先No. 種名
生育状況

移植地の環境の経年変化

移植先1
年度によってたまり及び植生
の分布の状況に変化が見られ
た。



R1 R2 R3 R4

1 H30 湿性植物A・湿性植物C なし なし なし なし

2 H30 湿性植物A・湿性植物C なし なし なし なし

3 H30 湿性植物A・湿性植物C なし なし なし なし

4 H30 湿性植物A・湿性植物C なし なし なし なし

5 R1 湿性植物A・湿性植物C － なし なし なし

6 R2 湿性植物A・湿性植物C － － なし なし

7 H30 湿性植物B なし なし なし なし

8 H30 湿性植物B なし なし なし なし

9 H30 湿性植物B なし なし なし なし

10 H30 湿性植物B なし なし なし なし

11 H30 湿性植物B なし なし なし なし

12 H30 湿性植物B なし なし なし なし

13 H30 湿性植物B なし なし なし なし

14 H30 湿性植物B なし なし なし なし

15 R1 湿性植物B － なし なし なし

16 R1 湿性植物B － なし なし なし

17 R1 湿性植物B － なし なし
湿性植物B

8株

18 R1 湿性植物B － なし なし なし

19 R2 湿性植物B － － なし なし

20 R2 湿性植物B － － なし なし

播種先No.
播種実施

年度
播種実施種

近年の確認状況（播種先）

R1 R2 R3 R4

湿性植物　A なし 1地点14株※ なし
2地点計33株※、

1地点7.5㎡※

湿性植物　B なし なし なし なし

湿性植物　C なし 1地点5株 2地点計24株 3地点計106株

※堤内地の水田での確認

播種実施種
播種先周辺での確認状況
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氾濫危険水位4.8m

年最高水位表【柿坂水位観測所】
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４
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７
月
１
９
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和
３
年
８
月
１
２
日

H5.9.3
洪水

H24.7.3
洪水

H24.7.14
洪水

H29.7.5
洪水

H30.7.6
洪水

R1.8.28
洪水

R2.7.5
洪水

ha 27.0 58.1 50.1 1.8 ※　0.9 0 0

床上浸水 戸 99 132 125 0 0 0 0

床下浸水 戸 139 62 63 2 ※　　1 0 0

計 戸 238 194 188 2 0 0 0
※H30.7.6洪水の被害は内水による被害

浸水区域面積

家屋
被害

国管理区間の被害状況




